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暑い夏
涼を求めて
暑い夏
涼を求めて

ジ
ン
バ
ブ
エ
ダ
ン
ス
で

異
文
化
交
流

●丹
波
地
区
小
学
校
合
同
芸
術
鑑
賞
会

　
ア
フ
リ
カ・ジ
ン
バ
ブ
エ
の
伝
統
文
化

鑑
賞
会
が
６
月
２１
日
、丹
波
ひ
か
り
小

学
校
で
行
な
わ
れ
、ジ
ン
バ
ブ
エ
の
伝

統
音
楽
・ダ
ン
ス
を
学
ぶ
１２
〜
１７
歳
の

男
女
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ「
ジ
ャ
ナ
グ

ル
」が
伝
統
音
楽
と
ダ
ン
ス
９
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

鑑
賞
会
は
３
校
合
同
で
開
催
さ
れ
、

丹
波
ひ
か
り
小
、竹
野
小
、下
山
小
の

児
童
約
３
０
０
人
が
、迫
力
の
あ
る
ダ

ン
ス
を
体
感
し
ま
し
た
。

ジンバブエの伝統ダンスを踊るジャナグル

　

児
童
ら
は
、独
特
の
リ
ズ
ム
を
刻
む

太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、激
し
く
足

を
踏
み
鳴
ら
し
た
り
、ジ
ャ
ン
プ
し
た

り
す
る
踊
り
に
拍
手
を
送
り
、見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ジ
ャ
ナ
グ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
踊
っ
た
り
、「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た

こ
う
」を
歌
っ
た
り
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。竹
野
小
６
年
の
谷
口
鼓
汰
郎

君
は「
迫
力
の
あ
る
ダ
ン
ス
に
び
っ
く
り

し
た
。太
鼓
を
使
っ
て
演
奏
す
る
日
本

と
の
共
通
点
も
あ
り
、世
界
を
越
え
て

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
、面
白
か
っ

た
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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鉄橋を渡る電車を見上げる参加者

水
上
散
策
を
楽
し
む

●カ
ヌ
ー
体
験
教
室

　

カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
体
験
教

室
が
７
月
２１
日
、和
知
川
カ
ヌ
ー
艇
庫

前
で
開
か
れ
、町
内
外
の
親
子
連
れ
な

ど
２０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
、カ
ヌ
ー
を
親
し
む
き
っ
か

け
づ
く
り
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

７
月
１４
日
に
１
回
目
を
行
う
予
定
が
、

「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
」の
影
響
で
水

位
が
高
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、町
カ
ヌ
ー
協
会
の
指
導

員
に
艇
の
乗
り
降
り
や
パ
ド
ル
の
操
り

方
な
ど
を
教
わ
り
、上
流
に
向
か
っ
て

こ
ぎ
出
し
ま
し
た
。

　
２
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
平
口
遼

一
さ
ん（
福
知
山
市
）は「
２
年
前
に
和

知
川
で
初
め
て
乗
っ
た
カ
ヌ
ー
で
楽
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。和
知
川
は
急
流
が

あ
り
ス
リ
ル
を
感
じ
ら
れ
て
楽
し
い
」

と
カ
ヌ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ひ
ら 

ぐ
ち 

り
ょ
う

い
ち

た
に 

ぐ
ち  

こ   

た  

ろ
う



映画上映会の様子

金木犀

体操の様子

長老の湯

長老の湯中の様子

涼

暑い夏を乗り切ろう!! 　

町
内
で
は
、夏
の
暑
い
時
期
を
乗
り
切
る
た
め
に
、涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
を
７
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
と
は
、熱
中
症
予
防
や
地
域
交
流
の
場
づ
く
り
と
し
て
京
都
府
が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、冷
房
の
効
い
た

涼
し
い
施
設
を
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。暑
い
夏
を
家
で
ひ
と
り
過
ご
す
よ
り
も
、み
ん
な
で
涼
ん
だ
ほ
う
が
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
ま
す
。今
回
は
、町
内
の
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

毎月末に午後から地域ボ
ランティアによる演奏会
などを実施しています。
（＊は日曜日以外開放）

　
町
内
に
は
自
然
が
生
ん
だ
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
も
存
在
し
ま
す
。「
質
志
鐘

乳
洞
」は
入
り
口
か
ら
の
総
延
長
が
約
５２
メ
ー
ト
ル
、垂
直
の
穴
を
は
し
ご

で
降
り
る
箇
所
な
ど
も
あ
り
、来
園
者
に
自
然
が
生
ん
だ
幻
想
的
な
光
景

と
と
も
に
、ス
リ
ル
も
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、暑
い
夏
に
洞
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、今
ま
で
か
い
て
い
た
汗

が
一
瞬
で
冷
え
る
ほ
ど
の
涼
し
さ
。年
間
を
通
し
て
気
温
が
１4
度
程
度
に

保
た
れ
て
い
ま
す
。同
公
園
内
に
は
、キ
ャ
ン
プ
ス
ペ
ー
ス
や
コ
テ
ー
ジ
も

備
え
て
お
り
、家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
め
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

京
都
府
内
唯
一
の
鍾
乳
洞

質
志
鐘
乳
洞
公
園
し
づ
し
し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う
こ
う
え
ん

瑞穂地区

 三ノ宮

「瑞穂山彦苑」 電話 ８８-０１５０
「わたしの親元」 電話 ８８-０１５６
「金木犀」 電話 ８８-０００１
＊「瑞穂デイサービスセンター」 電話 ８８-０１５１
＊「京丹波デイサービスセンター」 電話 ８８-０２９４

町
内
の
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

社会福祉法人 山彦会

和知地区

市場 社会福祉法人 わち福祉会

瑞穂山彦苑長老の湯ロビー
にウォーターサ
ーバーを設置し
ています。

 橋爪

毎日午前と午後に体操をして、週１回映画上映会を実施しています。

社会福祉法人 山彦会

「あんしんサポートハウス木蘭」 電話 ８８-5511

電話 ８４-１７４８

町内で
　近場で

夏

「長老苑」

「
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
も
よ

い
け
れ
ど
、暑
い
と
き
に
涼

し
い
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
た

だ
い
て
、ひ
と
時
の
清
涼
感

を
感
じ
て
み
る
の
も
い
か
が

で
す
か
。ま
た
、園
内
で
は

ニ
ジ
マ
ス
釣
り
も
で
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。」

質
志
鐘
乳
洞
公
園

後
藤
会
長
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［新任］青山　直子
 （障害者生活支援センターこひつじ）

［新任］荻野　由夏（京都府立丹波支援学校）

［新任］山本　　明（京都府南丹保健所）

［新任］西田　三郎（下大久保）

［再任］友金　一郎（大朴）

［再任］山﨑　要志（中台）

［再任］村山　孝秋（辻村）

［退任］西田　光子（下大久保）

垣田　秀治（国保京丹波町病院）

大槻　秀憲
（医療法人福知会もみじヶ丘病院）

友金　一文（町民生児童委員協議会）

奥井　光春（町商工会）

太田　康之（町消防団）

野間　博之（町老人クラブ連合会）

片山　俊明（町身体障害者福祉会）

谷　　茂代（町女性の会）

小森　　誠（和知中学校）

梅田　孝之（京都府南丹保健所）

津田　勝二（町社会福祉協議会）

※10ページに関連記事掲載

人権擁護委員

地域自立支援協議会委員
（任期：平成32年7月6日まで）

自殺対策
推進委員会委員

（任期：平成32年3月31日まで）

（任期：平成33年6月30日まで）

CONGRATULATIONS
　

西
田
光
子
さ
ん（
下
大
久
保
）に
、長
年
に

わ
た
る
人
権
擁
護
や
人
権
思
想
の
普
及
に
感

謝
す
る
、法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。西
田
さ
ん
は
平
成
１８
年
４
月
、人
権
擁
護

委
員
を
委
嘱
さ
れ
、平
成
３０
年
６
月
ま
で
の

４
期
１２
年
３
ヶ
月
の
長
期
に
わ
た
り
、積
極
的

に
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、園
部
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
委
員
と
し
て
も
活
動
さ

長
年
の
人
権
擁
護
活
動
に
感
謝

西
田
光
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
感
謝
状

表　彰

れ
、南
丹
地
域
の
人
権
擁
護
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
の
力
添
え
で
今
日
の
日
を

迎
え
ら
れ
た
。感
謝
の
気
持
ち
し
か
な
い
」と

話
し
、「
今
後
も
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、日
常
生
活
で
み
な
さ
ん
の
役
に
立
ち
た

い
」と
人
権
に
対
す
る
思
い
は
消
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

地
域
住
民
の
交
流
促
進
を
図
る
合
同
運
動

会
な
ど
に
取
り
組
む
わ
ち
西
部
元
気
づ
く
り

委
員
会
が
、京
都
府
地
域
力
再
生
功
労
表
彰

を
受
賞
。６
月
１９
日
の
京
都
府
開
庁
記
念
式

典
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、地
域
活
動
を
通
じ
て
人
と
人

が
つ
な
が
る
温
か
い
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

み
、地
域
力
の
向
上
に
功
績
が
あ
っ
た
団
体
な

ど
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
、和
知
地
区
の
５
集
落
の
住
民

か
ら
構
成
さ
れ
、平
成
２２
年
６
月
に
設
立
し
ま

し
た
。集
落
の
枠
を
越
え
た
地
域
の
連
携
に
よ

地
域
活
性
化
に
貢
献

わ
ち
西
部
元
気
づ
く
り
委
員
会
に
地
域
力
再
生
功
労
表
彰

表　彰

る
合
同
運
動
会
や
公
民
館
で
の
映
画
上
映
会

を
企
画
し
、地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、住
民
の
環
境
意
識
を
高
め
、美
し
い

地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、使
用
済
み
て

ん
ぷ
ら
油
の
回
収
活
動
や
環
境
活
動
の
学
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。片
山
里
史
会
長（
広

野
・
写
真
）は「
委
員
会
の
み
ん
な
が
喜
ん
で
く

れ
る
。う
れ
し
い
こ
と
で
す
」と
受
賞
の
喜
び
を

話
し
、委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は「
今
ま
で
の

取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
、新
た

な
取
り
組
み
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」と
意

欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

に
し  

だ  

み
つ  

こ

か
た 

や
ま 

さ
と  

し
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太田町長から委嘱状を受け取る青山さん

法務局園部支局矢谷支局長から感謝状を受け取る西田さん（右）

表彰状を持つ片山会長

K
Y
O
T
A
M
B
A

　T
O
W
N

人
の
動
き



  

特
別
警
報
が
発
表

　
７
月
５
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
梅
雨

前
線
の
影
響
で
雨
が
降
り
続
け
ま
し

た
。
５
日
午
前
４
時
３５
分
に
町
内
に
大

雨
警
報
（
土
砂
）
が
発
表
さ
れ
、
警

報
発
表
と
同
時
に
京
丹
波
町
役
場
内

に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

同
日
午
後
７
時
に
は
災
害
警
戒
本
部

か
ら
災
害
対
策
本
部
に
移
行
。
同
午

後
７
時
３０
分
に
は
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
が
発
令
さ
れ
、
消
防

団
も
出
動
し
、
家
屋
へ
の
浸
水
や
土
砂

崩
れ
な
ど
に
対
応
し
ま
し
た
。

　
６
日
午
後
３
時
３５
分
、
丹
波
地
区

に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

る
と
、
日
が
変
わ
っ
た
７
日
午
前
２
時

５
分
に
和
知
地
区
が
、
午
前
３
時
５０

分
に
は
瑞
穂
地
区
に
も
同
様
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、更
に
雨
あ
し
が
強
く
な
り
、

河
川
が
増
水
。
７
日
午
前
６
時
４５
分

に
本
町
を
含
む
京
都
府
に
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
河
川
の

越
水
や
土
砂
崩
れ
、
水
道
管
の
破
損

に
よ
る
断
水
な
ど
町
内
各
地
で
甚
大
な

被
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。

  

豪
雨
を
も
た
ら
し
た
梅
雨
前
線

　

今
回
の
豪
雨
の
６９ 
時
間
総
雨
量

は
、町
内
で
最
も
多
い
丹
波
地
区
（
高

屋
川
橋
）
で
３
５
１
ミ
リ
（
京
都
府

発
表
）。

　

河
川
の
護
岸
を
洗
い
流
し
、
今
ま
で

の
風
景
を
一
変
さ
せ
、
家
屋
へ
の
土
砂

流
入
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
今
回
の
梅
雨
前
線
。
平
成
２５
年

９
月
に
全
国
で
初
め
て
京
都
府
に
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
た
台
風
１８ 
号
の
記

憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
方
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

被
害
が
大
き
か
っ
た
和
知
地
区

　

町
内
で
の
避
難
所
で
は
５
日
か
ら
８

日
ま
で
に
で
38
カ
所
開
設
し
、
４
７
５

人
が
避
難
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
避
難
者
人
数
が
多

か
っ
た
和
知
地
区
の
北
部
周
辺
地
域
で

は
、
大
迫
公
民
館
１２
世
帯
２０
人
、
長

瀬
公
民
館
９
世
帯
１６
人
、
西
河
内
集

落
セ
ン
タ
ー
２4
世
帯
42
人
、
篠
原
体

育
館
58
世
帯
98
人
が
避
難
所
で
身
を

守
り
ま
し
た
。

　

上
乙
見
区
で
は
、
集
落
に
続
く
唯

一
の
町
道
が
土
砂
崩
れ
で
通
行
止
め
に

な
り
集
落
が
孤
立
。
住
宅
被
害
も
大

規
模
半
壊
１
件
、
床
上
浸
水
２
件
、

床
下
浸
水
６
件
な
ど
、
と
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

和
知
北
部
５
集
落
（
西
河
内
、
下

粟
野
、細
谷
、上
粟
野
、仏
主
）
で
は
、

水
道
管
の
破
損
に
よ
り
、
一
時
断
水

し
、
９６
戸
約
２
４
０
人
に
影
響
が
で
ま

し
た
。

  

消
防
団
の
活
躍

　

地
域
を
巡
回
し
、
危
険
箇
所
な
ど

を
確
認
し
た
り
、
家
屋
へ
の
浸
水
防
止

の
た
め
の
土
の
う
の
設
置
な
ど
を
し
た

り
と
昼
夜
を
問
わ
ず
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
活
動
し
た
消
防
団
。

　

和
知
支
団
で
は
、
大
雨
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
る
前
に
河
川
の
急
激
な
増

水
な
ど
現
場
の
状
況
か
ら
危
険
で
あ
る

と
素
早
い
判
断
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る
人
的

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
に
密
着
し

て
活
動
す
る
消
防
団
で
あ
る
か
ら
こ
そ

な
し
え
た
こ
と
で
す
。

  

復
旧
に
向
け
て

　

京
丹
波
町
役
場
は
、
町
道
の
法
面

や
路
肩
崩
壊
、
水
道
施
設
な
ど
の
生

活
に
直
結
す
る
被
害
に
つ
い
て
、
早
期

の
復
旧
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
箇
所
の
調
査
・
把
握

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

京
丹
波
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

被
害
が
甚
大
な
こ
と
か
ら
、
町
の
要
請

を
受
け
、
７
月
９
日
、
復
旧
作
業
の

た
め
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
篠
原
体
育
館
（
篠
原
）
に
い
ち
早

く
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り

ま
し
た
。
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
入
れ
、
初
日
の
作
業
に
は
１９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
被
災
し
た
住
宅
５
件

の
住
居
内
や
周
辺
に
た
ま
っ
た
土
砂
や

泥
を
ス
コ
ッ
プ
で
か
き
出
し
、
懸
命
な

作
業
を
続
け
ま
し
た
。

【
家
屋
な
ど
の
被
害
】

・
大
規
模
半
壊 

１
件

・
床
上
浸
水 

４
件

・
床
下
浸
水 

10
件

・
一
部
損
壊 

１
件

【
道
路
の
被
害
】

・
町
道 

32
箇
所

・
林
道 

１
１
１
箇
所

【
河
川
の
被
害
】

・
護
岸
崩
壊
な
ど 

１
０
０
箇
所

【
農
業
関
係
の
被
害
】

・
農
地 

約 

１
０
０
箇
所

本町の被害状況 （掲載被害に関する数値は、8月2日現在に本町が把握しているものです）

町内に大きな
　爪あとを残す!
町内に大きな
　爪あとを残す!
平成３０年７月豪雨

　

台
風
第
７
号
や
梅
雨
前
線
の
影
響
で
西
日
本
を
中
心
に
降
り
続
い
た

豪
雨
は
本
町
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

直
近
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

河川の越水で田んぼが浸かる（上大久保） 土砂崩れで道がふさがる（上乙見） 住居内に土砂が流入（上乙見）

住民を避難させる消防団員（上乙見）

土砂崩れで道がふさ
がる（質美）

07｜NO.154 06
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健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第131回

ひら   た    ち   はる

平田千春  看護部長　

　今年の７月は14年ぶりに各地で気温が40度を超
えるなど異常な暑さとなりました。地球温暖化の影
響か、ここ100年で夏の平均気温は２度上昇し、冬
の気温は４度上昇しているそうです。

　そんなこの夏、熱中症を予防し、少しでも快適
に過ごすために、今回は暑さ対策についてお話しま
す。小さいお子さんがいるご家族も要チェックです。

　室内の暑さ対策といいますと扇風機やエアコンで
すね。特に暑くて寝苦しい夜を乗り切るために、
次のような使い方をぜひ試してみてください。

寝る前にエアコンを26～28度くらいのお好
みの温度に設定し部屋を冷ます。

寝る時には、室温28度程度で除湿運転に
切り替える。

タイマーは１時間～３時間がおすすめ。

扇風機は壁に向けて気流は弱に。体に直
接当たらないように首振り機能を使う。

　外出時の暑さ対策グッズとしては、定番の日傘、

日よけ帽子、扇子のほかに、最近ではひんやりグッ
ズ、冷却スプレー、ミニ扇風機など色々ありますの
で使ってみてください。

『 夏の暑さ対策 』

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。ご理解とご協力をお願いします　京丹波町病院　電話 0771-86-0220

子 どもの熱中症対策
　最近の子ども達は、暑さに弱いと思われがちで
すが、暑さに慣れていないのがその理由です。子
どもは体温調節機能が不十分ですので、いきなり
暑い所に出て長時間過ごすと、すぐに熱中症になっ
てしまいます。
　また、外の気温は地面に近いほど高くなりますの
で、高さ150ｃｍのところで32.0度だとすれば、高さ
50ｃｍのところではでは35.0度となり、3度も高くな
ります。ですから、小さなお子さんと外出する際は特
に注意が必要です。

保護者がきちんと子供の様子をチェック
し、こまめな水分補給を促しましょう。

暑さ対策グッズや日焼け止めを上手に使用
しましょう。

脱水対策として、お風呂上りに足を冷水に
つけると汗の量を押さえることができます。

　熱中症対策のため、寝る前にコップ１杯の水分補
給をすることや、夏野菜を食べ、体温を下げる工
夫を行いながら、この夏を元気に乗り切りましょう。

国保京丹波町病院

3

2

1

4

1

2

3

お茶の間

〈対象者〉
町内在住で、申し込み時に
生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写
真に申込書を添えて、役場
または支所まで、持参・郵
送・メールのいずれかで届
けてください。申込書は役場
本庁、支所、瑞穂保健福祉
センターにあります。

【問】
京丹波町企画政策課
電話　0771－82－3801

Ｅメール
kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

こんなときの、
この一冊

図書室がおすすめする

　カナダのプリンスエドワード島に
あるアヴァンリーという村に、ちょっ
とおしゃべりで、空想をめぐらすの
が大好きな少女がやってくるところ
から始まる「赤毛のアン」。読まれた
方も多いのでは？
　この「赤毛のアンの手作り絵本」は、
「赤毛のアン」に登場するお料理やお
菓子、雑貨などを、物語を進めなが
らすべて写真で紹介されており、作り方もていねいでわかりやすいです。
　何だか気分がぼんやりしているとき、パラパラとめくっているだけで、
アンの空想の世界に誘われ、楽しい気分になってきます。
　お料理やお菓子、小物作りの好きな方にもおすすめです。

　　　　　　　　　　　　　　　　（三ノ宮公民館図書室　西山雅子さん）

  図書室ご案内  中央公民館（蒲生）、山村開発センターみずほ（大朴）、旧梅田保
育所（鎌谷下）、三ノ宮基幹集落センター、質美振興センター、和知ふれあいセンター
（本庄）　貸出期間  ２週間　貸出冊数　 1 人 1回５冊まで

にし やままさ   こ

  『赤毛のアンの手作り絵本』
鎌倉書房

「こんにちは赤ちゃん」
コーナー
申し込み募集

はがきに住所・氏名・電話番号を記入のうえ、皆さんの身近な情報や広報紙への感想などをお寄せください。
※匿名希望やイニシャルの場合は、氏名を記入したうえで、その旨を明記ください。（お寄せいただいた情報は随時、掲載します。）
【送り先】 〒622―0292（住所不要）京丹波町企画政策課広報京丹波「わくわくBOX」係
 ファックス／82―2500　Eメール／kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

地域の伝言板

わくわく
ＢＯＸ

８年前に大動脈解離という大病をわずらい２３日間

入院しましたが、無事に退院し、今は普通の生活を送っ

ています。そのとき医師から健康になる方法を教えて

もらいました。それは「歩くこと」です。退院後から一日

一万歩を目標にウォーキングをしています。デパートで

は、エスカレーターやエレベーターを使わずに階段を上

ります。歩いているときにゴミを発見したときは拾って

います。みなさんもウォーキングをお試しください。

（本庄区在住・吉田さん）

わくわくBOXに
お便りを

いただきました。

わたしの健康術

投稿ありがとうございます。元気にこれからも

ウォーキングがんばってください。

珍しいレンコンの花が

咲いていたので投稿します。

（中台・山﨑さん）

お便り
募集！！

京丹波町病院では、
暑さ対策や省エネを目的に、
毎年外来の窓に
ゴーヤカーテン
をしています。
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竹
野
サ
ロ
ン
で
学
習
発
表

●小
学
校
と
地
域
の
交
流

　
学
校
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
や
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る
学
習
発
表
会
が
７

月
１９
日
、竹
野
サ
ロ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
取
り
組
み
は
、小
学
生
が
日
ご
ろ
の

学
習
成
果
を
地
域
の
方
に
見
て
も
ら
う

も
の
で
、年
５
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
日
は
、竹
野
小
５
年
生
５
人
が
、学

校
で
学
ん
だ「
徒
然
草
」や「
枕
草
子
」な

ど
物
語
の
紹
介
や「
リ
ボ
ン
の
お
ど
り
」

の
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。竹
野
サ
ロ
ン

に
来
て
い
る
地
域
の
方
や
ス
タ
ッ
フ
約
４０

人
が
、小
学
生
の
発
表
を
見
守
り
ま
し

た
。発
表
が
終
わ
る
と
会
場
は
拍
手
と
笑

顔
で
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

発
表
を
し
た
原
澤
璃
久
君（
中
村
）は

「
緊
張
し
た
け
ど
、リ
ズ
ム
よ
く
合
奏
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

医
療
現
場
で
観
察
か
ら
学
ぶ

●ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ

　

国
保
京
丹
波
町
病
院
で
７
月
２５
日
、

綾
部
高
校
の
２
、３
年
生
２４
人
が
、ジ
ョ
ブ

シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
と
は
、職
場
で

働
く
人
た
ち
に
影（
シ
ャ
ド
ウ
）の
よ
う
に

密
着
し
、実
際
の
仕
事
を
観
察
す
る
こ
と

で
、職
業
へ
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、希
望
す
る
看
護
師
・
理

学
療
法
士
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、職
場
体
験
で
は
あ

ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
常
の
仕
事

を
観
察
し
ま
し
た
。

　

看
護
師
業
務
の
体
験
で
は
、病
棟
で
の

看
護
や
医
療
機
器
の
取
り
扱
い
の
ほ
か
、

食
事
介
助
の
様
子
も
観
察
し
ま
し
た
。

　

平
田
千
春
看
護
部
長
は「
生
徒
の
医

健
康
の
里
づ
く
り
に
向
け
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●町
政
懇
談
会「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　

地
域
の
皆
さ
ま
と
太
田
昇
町
長
で
健

康
の
里
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
あ
う
町
政

懇
談
会「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」が
、７

月
３
日
か
ら
８
月
９
日
に
か
け
て
１２
会
場

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。初
日
の
竹
野
地
区

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
は
、４７
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、太
田
町

京
丹
波
町
の「
今
と
未
来
」を
知
る

●蒲
生
野
中 

地
域
学
習

　

京
丹
波
町
の「
今
と
未
来
」を
考
え
る

地
域
学
習
の
２
回
目
が
７
月
１０
日
、３
年

生
を
対
象
に
蒲
生
野
中
学
校
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
学
習
は
、京
丹
波
町
の
強
み
や
今

後
の
展
望
を
理
解
し
、郷
土
愛
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、「
町
の
現
状
」「
町
の

施
策
」「
町
に
望
む
こ
と
」と
３
回
に
分
け

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
回
目
と
な
る「
町
の
施
策
」で
は
、講

師
に
農
林
振
興
課
、商
工
観
光
課
、教
育

委
員
会
の
職
員
を
招
き
、森
林
資
源
の
活

用
や
観
光
や
起
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

子
育
て
施
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る

町
を
知
ろ
う
と
、真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講

師
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

町政について話す太田町長（竹野地区基幹集落センター）

あいさつをする太田町長

農林業について説明する栗林農林振興課長 意見交換会の様子

合奏を披露する児童ら（竹野サロン）

病棟での看護の様子を観察する生徒

わたしたちの町

 人　口 14,312 （－23）
 男 6,810 （－  7）
 女 7,502 （－16）
 世帯数 6,320 （－  8）
8月 1日現在／（    ）は前月比

片山　山治 １０万円

樋口　裕城 １万円

 

南坂　利秋 1 万円

井川　和行 1 万円

飯澤　智宏 1 万円

桶川　加奈子 5 千円

棚橋　和憲 １０万円

ふるさと応援寄付金のお礼
　　　　　     　　　　　＊敬称略

＊掲載内容は寄付者の了解を得ています

長
が
今
年
度
の
予
算
や
事
業
、町
政
に
対

す
る
思
い
を
述
べ
た
後
、新
庁
舎
建
設
計

画
と
丹
波
地
域
開
発
株
式
会
社
へ
の
公

金
投
入
に
つ
い
て
担
当
職
員
か
ら
説
明
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、移
住
定
住
対
策
や
子

育
て
支
援
、防
災
対
策
な
ど
京
丹
波
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
出
た
質
問
や

提
案
に
つ
い
て
は
、今
後
集
約
さ
れ
ま
す
。

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

●京
丹
波
町
自
殺
対
策
推
進
委
員
会
を
設
置

　
京
丹
波
町
の
自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
、第
１
回
京
丹
波
町
自
殺
対

策
推
進
委
員
会
が
７
月
１２
日
、瑞
穂
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、町
内
福
祉
関
係
団
体･

医
師
会・消
防
団・商
工
会･

学
校
な
ど
の

関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
、誰
も
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
地
域
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
で
は
、自
殺
者
数
が
平
成
１０
年

に
３
万
人
を
越
え
、平
成
２２
年
以
降
７
年

連
続
し
て
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、年
間

２
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て

●住
民
自
治
組
織
情
報
交
換

　

竹
野
活
性
化
委
員
会
と
桧
山
地
域
振

興
会
の
意
見
交
換
会
が
７
月
１９
日
、竹
野

地
内
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、町
内
の
住
民
自
治
組

織
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
、竹
野
地
区
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
る
竹
野
サ
ロ
ン
で
活
動
の
説
明
を
受
け
た

後
、場
所
を
竹
野
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

に
移
し
、小
学
校
と
の
連
携
や
移
住
定
住
対

策
な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
野
活
性
化
委
員
会
は
、「
と
り
あ
え
ず

や
ろ
か
い
な
！
」を
合
言
葉
に
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、移
住
者
を
受
け
入

れ
た
話
な
ど
を
中
心
に
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桧
山
地
域
振
興
会
は
、「
で
き
な
い
理

由
を
探
さ
ず
に
、で
き
る
理
由
を
探
し
て

い
き
た
い
」と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

委
員
会
の
あ
い
さ
つ
で
、太
田
町
長
は

「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、か
け
が
え
の
な
い

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、生
き
が
い
や
希

望
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
実
情
に
則
し
た
計
画
の
策
定
を

目
指
し
た
い
」と
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
後
、自
殺
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け

て
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

は
ら 

さ
わ   

り   

く

７件 1,190,991 円

ご寄付のお礼
※災害支援として

療
職
に
対
す
る
今
の
気
持
ち
を
大
事
に

し
て
も
ら
い
た
い
。将
来
、若
い
人
材
が
地

元
で
働
く
こ
と
に
結
び
つ
け
ば
」と
期
待

を
込
め
て
指
導
し
ま
し
た
。

ひ
ら  

た   

ち   

は
る

※豪雨災害支援として
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02　

町
内
の
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

04　

人
の
動
き

05　

受
賞
報
告

06　

町
内
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
す

　
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨

09　

い
き
い
き
健
康
術

10　

ま
ち
の
話
題

カヌー体験教室の様子（12ページに記載）

暑い夏
涼を求めて
暑い夏
涼を求めて

ジ
ン
バ
ブ
エ
ダ
ン
ス
で

異
文
化
交
流

●丹
波
地
区
小
学
校
合
同
芸
術
鑑
賞
会

　
ア
フ
リ
カ・ジ
ン
バ
ブ
エ
の
伝
統
文
化

鑑
賞
会
が
６
月
２１
日
、丹
波
ひ
か
り
小

学
校
で
行
な
わ
れ
、ジ
ン
バ
ブ
エ
の
伝

統
音
楽
・ダ
ン
ス
を
学
ぶ
１２
〜
１７
歳
の

男
女
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ「
ジ
ャ
ナ
グ

ル
」が
伝
統
音
楽
と
ダ
ン
ス
９
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

鑑
賞
会
は
３
校
合
同
で
開
催
さ
れ
、

丹
波
ひ
か
り
小
、竹
野
小
、下
山
小
の

児
童
約
３
０
０
人
が
、迫
力
の
あ
る
ダ

ン
ス
を
体
感
し
ま
し
た
。

ジンバブエの伝統ダンスを踊るジャナグル

　

児
童
ら
は
、独
特
の
リ
ズ
ム
を
刻
む

太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、激
し
く
足

を
踏
み
鳴
ら
し
た
り
、ジ
ャ
ン
プ
し
た

り
す
る
踊
り
に
拍
手
を
送
り
、見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ジ
ャ
ナ
グ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
踊
っ
た
り
、「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た

こ
う
」を
歌
っ
た
り
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。竹
野
小
６
年
の
谷
口
鼓
汰
郎

君
は「
迫
力
の
あ
る
ダ
ン
ス
に
び
っ
く
り

し
た
。太
鼓
を
使
っ
て
演
奏
す
る
日
本

と
の
共
通
点
も
あ
り
、世
界
を
越
え
て

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
、面
白
か
っ

た
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

FLASHKYOTAMBA TOWN ALBUM 2018

鉄橋を渡る電車を見上げる参加者

水
上
散
策
を
楽
し
む

●カ
ヌ
ー
体
験
教
室

　

カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
体
験
教

室
が
７
月
２１
日
、和
知
川
カ
ヌ
ー
艇
庫

前
で
開
か
れ
、町
内
外
の
親
子
連
れ
な

ど
２０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
、カ
ヌ
ー
を
親
し
む
き
っ
か

け
づ
く
り
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

７
月
１４
日
に
１
回
目
を
行
う
予
定
が
、

「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
」の
影
響
で
水

位
が
高
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、町
カ
ヌ
ー
協
会
の
指
導

員
に
艇
の
乗
り
降
り
や
パ
ド
ル
の
操
り

方
な
ど
を
教
わ
り
、上
流
に
向
か
っ
て

こ
ぎ
出
し
ま
し
た
。

　
２
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
平
口
遼

一
さ
ん（
福
知
山
市
）は「
２
年
前
に
和

知
川
で
初
め
て
乗
っ
た
カ
ヌ
ー
で
楽
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。和
知
川
は
急
流
が

あ
り
ス
リ
ル
を
感
じ
ら
れ
て
楽
し
い
」

と
カ
ヌ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ひ
ら 

ぐ
ち 

り
ょ
う

い
ち

た
に 

ぐ
ち  

こ   

た  

ろ
う
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